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○代々木競技場 ⇒ 現在も使用（スポーツ） 









○アクアティクスセンター ⇒ 誰でも使える水泳場 
















  ①めあての確認「関東地方のこれからの土地利用について考えよう」 
②へリテッジゾーンの土地再利用はどうなっている？ ⇒ 現在でも多くの施設や土地が残り，活用されている 
③ベイゾーンにこれからどんなものができるのか？ ⇒ 東京オリパラ競技大会組織委員会のHPなどからみる 
④土地利用，施設の増設に伴うデメリットは？  ⇒ 環境への悪影響や交通整備が追い付かないなどの課題 
⑤学習課題①を確認「2020年オリパラに向けて，どんな視点を大切にしながら，土地活用を考えていかなければ
」いけないだろうか。 
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その担い手に求められる態度の形成をめざして，人権，
とりわけ「平等権」と「障がいのある人への配慮」に焦
点を当て，学習内容を構成した。
　授業では，まず特別支援（ろう）学校のバレー部が中
体連の大会に参加できるのかという実際に起こった事
例が紹介された。次に先ほどの事例に条件（部活の実力）
が付与されたものが提示され，生徒たちが思考・判断す
るとともに，その結果を班ごとに発表する。班の発表が
終わった後に，「平等権」と「障がいのある人への配慮」
の視点を踏まえ，同じ学習課題を生徒が思考・判断した。
まとめでは，事例や学習課題を考える視点となった「平
等権」について確認がなされた。
　公民的分野の実践では「共生」の視点を育成するため
に，立場が異なれば見解が分かれる問題，とりわけ今回
は学習者である生徒たちが学校生活で日々かかわる部
活動に関する問題を取り上げ，異なる立場から考えさせ
ることで，共生社会において必要となる人権（「平等権」
と「障がいのある人への配慮」）に対する理解や異なる
立場から考えることの必要性を生徒に獲得させようと
していた。
4.4　「共生／インクルージョン」と結びつく「環境」と
「人権」
　上述のように２つの授業は「共生／インクルージョ
ン」の視点の育成を意図して，実践されたものであった。
一方で，「共生／インクルージョン」という視点は，地
理的分野では「環境」と結びつけられながら，公民的分
野では「人権」と結びつけられながら，生徒に育成する
ことが意図されていた。地理的分野の実践では，学習課
題①において授業者が「①どんな人が使うのか②何のた
めにつくるのか③なぜ建てるのか」の 3 点を生徒に意識
させることで，「環境」と「共生」の 2 つの視点に生徒
自らが気付き，これらの視点を活用させようとしてい
た。公民的分野の実践では，授業名が「人権と共生社会
～平等権」とあるように人権が共生社会の実現に不可欠
な視点であると位置づけられていた。
　実際の授業に関して，地理的分野では学習課題①を通
して，「環境」という視点は生徒から明確に出てきたも
のの，「共生」という視点に明確に出ず，両者を結びつ
けるまでには至らなかった。一方で，公民的分野では共
生社会を形成するための視点として「人権」を位置づけ
ることを授業者が意図していたことから，「障がい者と
健常者が共生しているということはたくさんの人たち
が支えることが大切だし，周りの人たちもたくさんのこ
とに協力していかないといけないと思います」のように
両者を結びつけて考えることができた生徒もみること
ができた。
4.5　総括
　私たちが目指すべきだといわれるよい社会のあり方
はさまざま存在する。例えば，２つの実践では「持続可
能な社会」（地理的分野），「共生社会」（公民的分野）が
それぞれ生徒に対して直接的あるいは間接的に示され
ていた。4.1 でも述べたようにオリンピック・パラリン
ピックは，「インクルージョン」を含む多様なコンセプ
トをもった事象であり，マクロなレベルではオリンピッ
ク・パラリンピックが開催される国や地域の社会構造に
影響を及ぼし，ミクロなレベルでは，個々人の価値観や
行動にも影響を与えるものであろう。当然ながら，オリ
ンピック・パラリンピックの存在は上記の「持続可能な
社会」や「共生社会」にも影響を与えている。
　２つの社会科授業は，総合的な学習の時間で取り組ま
れる「オリンピック・パラリンピック教育」をクロスす
る形で計画，そして実践された。その際に，単にオリン
ピック・パラリンピックを内容としてクロスするのでは
なく，社会科の授業として成立させるために，オリン
ピック・パラリンピックのコンセプトの１つである「共
生／インクルージョン」に着目した。「持続可能な社会」
あるいは「共生社会」の実現に向け，生徒の「共生／イ
ンクルージョン」の視点を育成することを目的に，地理
的分野および公民的分野の文脈から学習内容を構成し，
その授業実践を具体的に提示した点に，この２つの授業
実践の意義があると判断できる。（阪上弘彬）
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